平成24年度　八尾市自立支援協議会 支援部会 活動報告
（１）就労・日中活動支援部会

★構成員：生活介護事業所・訓練等給付事業所・地域活動支援センター
第１回　平成24年7月30日（参加者8名）

· 地域課題、労働と支援の課題について意見交換

＜議論内容・課題等＞

・　日中事業所の不足、医療的ケアが必要な方への日中支援の看護体制や設備の不十分、就労移行事業、生活訓練等有期限事業に対する意見、販売先の不足について意見交換と確認

· 来年度はテーマをまとめて全体の職員研修を予定

（2）地域生活支援部会

★構成員：居宅介護事業所

第１回　平成24年9月10日（参加者：12名）
· 研修会
· 今後の活動について
＜検討内容・課題等＞

研修会　テーマ：『サービス提供責任者向け人材育成　～自身の振り返り～』

　　【講師】在宅介護支援センター

· 介護職のストレスや、現場で抱える悩みへの対応の仕方について、ロールプレイ、

コーチング技法、タイプ別対応方法を通して学んだ。

· 今後の活動については、困難ケースの検討と、そこから抽出された課題をテーマ

とした研修を企画していく。また、各事業所のヘルパー情報（特色など）をまとめた

一覧表の作成も検討する。

（３）入所・グループホーム・ケアホーム支援部会

★構成員：施設入所支援事業所・共同生活援助（ＧＨ）・共同生活介護（ＣＨ）事業所
第１回　平成24ス告の中でークのテーマ、研修ニーズの集約方法について検討した































































































年7月27日（参加者：６名）

· 各事業所の現状報告

· 世話人交流会について検討

●　障がい福祉計画作成に向け、地域課題について検討

＜議論内容・課題等＞

・現状報告では人材の不足、職員のスキル不足やメンタルケアなどが課題となる。

・世話人交流会のグループトークのテーマ、研修ニーズの集約方法について検討。

· 利用者の通院・入院時の付き添い支援については、入所・市内ケアホーム事業所

共通の課題となっていることを確認。また、ケアホーム、グループホームについて、土日や昼間の保障が無いことも課題。障がい者の受診も市の協力を願いたいとの共通意見があがった。
































































































· ケアホーム、グループホームの運営状況についてのアンケート作成について検討。

第２回　平成24年9月18日（参加者：６名）

· 各事業所の現状報告

· 障がい福祉計画作成に向け、地域課題のまとめ

＜議論内容・課題等＞

· 利用者の触法行為について、複数のケアホームから報告があった。

· 地域課題については上記の内容に加え、八尾市からのケアホーム、グループホームに対する運営補助についての意見があった。地ァート


























































































































また、緊急時や夜間等の障がい者の診療に協力的な医療機関の確保等について検討した。

第３回　平成25年1月30日（参加者：６名）

· 各事業所の現状報告

· 世話人交流会　企画の最終確認

＜議論内容・課題等＞

· 年末年始のスタッフ体制（就業規則による加算手当の扱いなど）、利用者の余暇活動、家族のもとに帰れない利用者の気持ちのフォロー、緊急対応について報告がある。

利用者間の人間関係、いじめ等についての意見交換に発展する。

· 世話人交流会開催時の役割分担と進行についての検討。

第４回　平成25年2月20日　世話人交流会（参加者：22名）
グループホーム、ケアホームの世話人が交流を通じて学習や意識向上につなげることを目標とし企画した。３法人より世話人２２名が参加し、４つのグループに分かれ、業務上の悩みやよろこび、法人による利用者や対応についての共通点や違いについて情報交換を実施。各グループとも、部会メンバーによる進行のもと、活発な懇話会となり、

次回開催を望む声も複数あがった。

（４）障がい児支援部会報告

· 構成員：保健所・支援学校（府立・市立）・児童発達支援センター・児童発達支援＆放課後等デイサービス事業所・居宅介護事業所・日中一時支援事業所・短期入所事業所
第１回　平成24年6月29日（参加者：12名）

· サブ協議会および本会議の報告、やおっこファイルの配布状況について

· 現状報告・情報共有

· ＜議論内容・課題等＞

· 平成25年度から保健所の業務の一部が八尾市に移管される。

· 児童福祉法の改正により施設・事業所が新体系に移行された。年度当初の混乱や対応など情報共有。

第２回　平成24年9月24日（参加者：12名）

· 八尾市障がい者施策推進協議会への意見提出について

· 現状報告・情報共有

＜議論内容・課題等＞

· 保育所の障がい児枠の拡大や短期入所の不足や医療的ケアが必要な障がい児の対応など。

· 卒業後の進路先がなく、実習を組むことも困難なため、他市をあたる例もみられる。

第３回　平成24年11月26日（参加者：12名）
· 八尾市障がい者施策推進協議会への意見提出等について報告

· やおっこファイルの活用状況

· 現状報告・情報共有

＜議論内容・課題等＞

· 配布数に比べて、活用報告が少ない。最初の記入に負担感を感じる保護者が多い様子。

· 障がい児の虐待対応について情報共有。

· サービス事業所の相談を受けるが、保護者のほうが情報をたくさん持っている状況。支援者側の情報が欲しい。

第4回　平成25年2月18日（参加者：12名）

· 現状報告・情報共有

· 障がい児に関する関係機関の情報取りまとめについて

＜議論内容・課題等＞

· 次年度に事業所を拡大する作業所があり、府立支援学校卒業生の進路はほぼ決まった。次年度以降の卒業後の受け入れ先が不安。

· 八尾市立の支援学校は、在籍児童が減少傾向。医療的ケアが必要な生徒が多く、見学しても希望されない。結果教員数が減り現状の指導ができなくなってしまう悪循環になる危険性がある。
（５）精神保健支援部会（準備会）
・準備会たちあげの経過について

　平成２３年度まで保健所の主催で、精神障がい者の退院促進を中心とした、地域連携の場として、自立支援促進会議が行われていた。
平成２４年度からは、その役割を地域体制整備コーディネーターという事業で担うことになったが、自立支援促進会議に代わる場を「精神保健支援部会」として立ち上げ、当面は準備会として運営することを事務局会議で一致した。

· 構成員：医療機関・福祉サービス事業所（訓練等給付事業所）・障がい福祉課・保健所・

社会福祉協議会・相談支援事業所

第１回　平成24年9月5日（参加者：15名）
· 顔合わせ・世話役紹介

· 各関係機関より、現状の取り組み・課題についての報告。

＜ニーズ・課題等＞

・障がいの多様化（発達障がい・高次脳機能障がい等）への対応、新たな仕組み作り。

（専門機関との連携及び相談支援体制の充実）

・未受診・未支援の人への対応方法の検討。

・医療の必要性などの判断がすぐにとれる体制づくり（迅速な医療機関との連携）

・地域移行、地域定着の為の、支援方法の検討。

（精神科入院患者の高齢化、障がいの重複化を考慮したうえで）

・啓発活動の在り方について。（ボランティア活動ななどの普及啓発）

・自殺対策におけるネットワークの構築

・うつ病や気分障がいの方への就労支援ネットワークの構築。（リワーク支援など）

以上の課題について、今後部会で随時検討する。

第２回　平成24年12月5日（参加者：17名）

· 話題提供

［未受診・未治療の方へのアプローチ～八尾市の実状を踏まえて～］

話題提供者：山本病院

· 意見交換

＜検討内容・課題等＞

・未治療の方など、本人のニーズが見えにくいことが多く、治療に誰の意思でつなげるのか、慎重な対応が必要。

・未治療の方の家族への支援など、家族の休息も考えなければいけない。

・部会の場を活かし、各関係機関に相談があったケースを検討するなど、地域の中で、共有する場の設定。

・本人が医療継続を拒否する場合の対応方法について。

・関係機関の役割の再確認。各関係機関の限界とは。

＊以上の検討を次回の部会で検討する。
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